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(57)【要約】
　多機能医療用装置は、手持ち式操作用に構成されるハ
ウジングと、該ハウジング内の処理ユニットと、該ハウ
ジングの外表面上のコネクタとを含む。該コネクタは、
該処理ユニットに連結され、複数の異なる種類の医療用
センサと接続するように動作可能である。該処理ユニッ
トは、該コネクタに連結された医療用センサの種類を決
定するように構成される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　多機能医療用装置であって、
　手持ち式操作用に構成されるハウジングと、
　前記ハウジング内の処理ユニットと、
　前記ハウジングに連結され、前記処理ユニットと通信する第１の医療用センサであって
、医療測定信号を生成するように動作可能である、第１の医療用センサと、
　前記処理ユニットに連結され、複数の異なる種類の医療用センサに接続するように動作
可能なコネクタであって、それぞれの種類の医療用センサが、対応する医療測定信号を生
成するように動作可能である、コネクタと、
　を備え、前記処理ユニットが、前記コネクタに接続された第２の医療用センサの種類を
決定し、前記コネクタに接続された前記第１の医療用センサ及び前記第２の医療用センサ
から医療測定信号を受信し、ネットワークを介して前記受信された信号を伝送するように
構成され、
　前記第１の医療用センサ及び前記第２の医療用センサが、使用中に同時に動作可能であ
る、多機能医療用装置。
【請求項２】
　前記処理ユニットが、前記受信された信号を生成する前記医療用センサの前記対応する
種類に基づき前記受信された信号を処理し、前記処理された信号に基づきデータパケット
を作成し、ネットワークを介して前記データパケットを伝送するように構成される、請求
項１に記載の多機能医療用装置。
【請求項３】
　前記第１の医療用センサが、前記ハウジングの第１の端部に隣接して位置決めされた、
聴診信号を感知する変換器を備える、請求項１に記載の多機能医療用装置。
【請求項４】
　前記コネクタが、前記ハウジングの外表面上にあり、医療用センサに物理的に接続する
ように構成される、請求項１に記載の多機能医療用装置。
【請求項５】
　前記第１の医療用センサが、検査カメラであり、前記ハウジングが、第１の端部及び前
記第１の端部と反対側の第２の端部を有し、前記検査カメラが、前記ハウジングの前記第
１の端部又は前記第２の端部の上に位置決めされる、請求項１に記載の多機能医療用装置
。
【請求項６】
　前記第１の医療用センサ及び前記第２の医療用センサが、聴診器、心電図検査用センサ
、グルコース計測器、パルスオキシメーター、検査カメラ、血圧計、肺活量計、温度計、
及び検眼鏡のうちの１つ以上を含む、請求項１～５のいずれか一項に記載の多機能医療用
装置。
【請求項７】
　前記ハウジングの前記外表面の一部分上にユーザーインターフェースを更に備え、
　前記ユーザーインターフェースの少なくとも一部分が、前記稼動中の医療用センサの種
類に基づき医療用センサの種類の表示を示す、
　請求項１～５のいずれか一項に記載の多機能医療用装置。
【請求項８】
　制御信号を生成するための制御ユニットを更に備え、前記ハウジングが、伸長された本
体を有し、前記制御ユニットが、手持ち式の使用において、少なくとも部分的にアクセス
可能であり、前記制御ユニットが、前記ハウジング内に位置し、前記処理ユニットに動作
可能に接続された、加速度計、ジャイロスコープ、音声変換器、及び周辺光センサのうち
の少なくとも１つを含む、請求項１～５のいずれか一項に記載の多機能医療用装置。
【請求項９】
　ユーザーインターフェースを更に備え、前記ユーザーインターフェースの構成が、前記
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制御信号に基づき変更される、請求項８に記載の多機能医療用装置。
【請求項１０】
　多機能医療用装置であって、
　手持ち式操作用に構成されるハウジングであって、外表面、伸長された本体、第１の端
部、及び前記第１の端部と反対側の第２の端部を有する、ハウジングと、
　前記ハウジング内の処理ユニットと、
　前記ハウジングの前記第１の端部上に位置決めされた、前記処理ユニットに連結された
検査カメラと、
　前記ハウジングの外表面上のコネクタであって、前記コネクタが、前記処理ユニットに
連結され、複数の異なる種類の医療用センサに接続するように動作可能であり、それぞれ
の種類の医療用センサが、対応する医療測定信号を生成するように動作可能である、コネ
クタと、
　を備え、前記処理ユニットが、前記コネクタに接続された医療用センサの種類を決定し
、前記コネクタに接続された前記検査カメラ及び前記医療用センサから医療測定信号を受
信するように構成される、多機能医療用装置。
【請求項１１】
　医療用装置であって、
　手持ち式操作用に構成されるハウジングと、
　医療用センサから生成された医療測定信号を受信するための通信ポートと、
　前記医療測定信号を受信し、第１の安全な無線接続を介して前記医療測定信号を示す第
１のデータを伝送するように構成される、前記ハウジング内のプロセッサと、を備える、
医療用装置と、
　ユーザーインターフェースを備える第１のコンパニオン装置であって、第２の安全な無
線接続を介して前記医療用装置から前記第１のデータを受信し、前記第１のコンパニオン
装置の前記ユーザーインターフェース上に前記第１のデータの表示を提示するように構成
される、第１のコンパニオン装置と、
　を備え、前記医療用装置が、前記医療用装置を登録し、認証する要求をサーバーに送信
することができ、前記第１のコンパニオン装置が、前記第１のコンパニオン装置を登録し
、認証する要求をサーバーに送信することができる、システム。
【請求項１２】
　ユーザーインターフェースを備える第２のコンパニオン装置であって、前記医療用装置
及び前記第１のコンパニオン装置のうちの少なくとも１つから伝送された第２のデータを
受信し、前記第２のコンパニオン装置のユーザーインターフェース上に前記第２のデータ
の表示を提示するように構成される、第２のコンパニオン装置を更に備える、請求項１１
に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記通信ポートが、前記ハウジングの前記外表面上にコネクタを備え、医療用センサに
物理的に接続するように構成され、前記コネクタが、複数の異なる種類の医療用センサに
接続するように動作可能である、請求項１１又は１２に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記医療用装置が、前記サーバー上で認証された前記第１のコンパニオン装置のみと通
信するように構成される、請求項１１又は１２に記載のシステム。
【請求項１５】
　医療用装置によって、医療測定信号を生成する工程と、
　前記医療用装置によって、第１の安全な無線ネットワークを介して前記医療測定信号を
示す第１のデータを伝送する工程と、
　第１のコンパニオン装置によって、第２の安全な無線ネットワークを介して前記医療用
装置から前記第１のデータを受信する工程と、
　前記第１のコンパニオン装置によって、ユーザーインターフェース上に前記第１のデー
タの表示を提示する工程と、
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　サーバーによって、前記医療用装置から伝送された要求に基づき前記医療用装置を登録
し、認証する工程と、
　前記サーバーによって、前記第１のコンパニオン装置から伝送された要求に基づき前記
第１のコンパニオン装置を登録し、認証する工程と、
　を含む、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（関連出願の相互参照）
　本出願は、米国特許仮出願第６１／３９４，０７６号及び米国特許仮出願第６１／３９
４，０８３号（両方とも２０１０年１０月１８日出願）に対する優先権を主張するもので
あり、その開示は本明細書において参考としてその全体が組み込まれる。
【背景技術】
【０００２】
　医療用装置は、人体の生命徴候を測定及び／又は人体を検査するために使用される。例
えば、聴診器は一般的に、身体によって生成される心臓血管又は肺機能を表す音響信号を
検出するために使用される。パルスオキシメーターは、患者の血液の酸素飽和度の間接測
定を提供し、多くの場合、患者の心拍数を測定する。耳鏡は、病気をスクリーニングする
ために患者の外耳道を調べるために使用される。心電図検査（ＥＣＧ）は、経時的に心臓
の電気的活動を監視する。内視鏡は、身体の中空器官又は空洞の内部を検査するために使
用される器具である。
【０００３】
　遠隔医療は、遠く離れて患者に医療診断及び治療を提供するように設計される。それは
、患者が農村地域等の不十分な地域で保健医療にアクセスすることを可能にする。それは
また、保健医療を提供するための費用及び資源消費を低減させる。多様な医療用装置が、
遠隔医療応用に使用するために開発されてきた。遠隔医療応用では、医療情報が医療用装
置から収集され、遠隔相談、医学的検査、又は医療処置の目的で媒体通信網を通じて転送
される。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　一実施形態では、本発明と合致する多機能医療用装置は、手持ち式操作用に構成される
ハウジングと、ハウジング内の処理ユニットと、医療測定信号を生成するための処理ユニ
ットに連結された第１の医療用センサと、コネクタと、を含む。更に、コネクタは、処理
ユニットに連結され、複数の異なる種類の医療用センサに接続するように動作可能であり
、それぞれの種類の医療用センサは、対応する医療測定信号を生成するように動作可能で
ある。処理ユニットは、コネクタに接続された第２の医療用センサの種類を決定し、コネ
クタに接続された第１の医療用センサ及び第２の医療用センサから医療測定信号を受信し
、ネットワークを介して受信された信号を伝送するように構成される。第１の医療用セン
サ及び第２の医療用センサは、使用するとき同時に動作する。
【０００５】
　別の実施形態では、多機能医療用装置は、手持ち式操作用に構成されるハウジングと、
該ハウジング内の処理ユニットと、処理ユニットに連結された検査カメラと、コネクタと
、を含む。該ハウジングは、第１の端部及び第１の端部と反対側の第２の端部を有する。
検査カメラは、ハウジングの第１の端部の上に位置決めされる。コネクタは、ハウジング
の外表面上である。更に、コネクタは、処理ユニットに連結され、複数の異なる種類の医
療用センサに接続するように動作可能であり、それぞれの種類の医療用センサは、対応す
る医療測定信号を生成するように動作可能である。処理ユニットは、コネクタに接続され
た医療用センサの種類を決定し、コネクタに接続された検査カメラ及び医療用センサから
医療測定信号を受信し、ネットワークを介して受信された信号を伝送するように構成され
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る。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
　添付の図面は、本明細書に組み込まれて本明細書の一部をなすものであって、説明文と
併せて本明細書の利点と原理を説明するものである。これらの図面では、
【図１ａ】多機能医療用装置の実施形態の説明。
【図１ｂ】多機能医療用装置の実施形態の斜視図。
【図２】遠隔医療コンパニオンシステムの実施形態の説明。
【図３】例示的多機能医療用装置のブロック図。
【図４】処理ユニットの例示的機能モジュール。
【図５】例示的多機能医療用装置の系統図。
【図６】多機能医療用装置の医療用センサ発見処理過程の例示的フローチャート。
【図７】多機能医療用装置の医療用センサ発見処理過程の例示的フローチャート。
【図８】例示的遠隔医療コンパニオンシステムの系統図。
【図９】例示的遠隔医療コンパニオンシステムの説明。
【図１０】遠隔医療コンパニオンシステムの例示的機能フローチャート。
【図１１】遠隔医療コンパニオンシステムの例示的機能フローチャート。
【図１２】遠隔医療コンパニオンシステムの例示的装置登録手順のフローチャート。
【図１３ａ】遠隔医療コンパニオンシステムの医療用センサ発見処理過程の例示的フロー
チャート。
【図１３ｂ】遠隔医療コンパニオンシステムの医療用センサ発見処理過程の例示的フロー
チャート。
【図１４】コンパニオン装置上のユーザーインターフェースの実施形態のスクリーンショ
ット。
【図１５】コンパニオン装置上のユーザーインターフェースの実施形態のスクリーンショ
ット。
【図１６】コンパニオン装置上のユーザーインターフェースの実施形態の別のスクリーン
ショット。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　遠隔医療は、専門医が、第２の場所、多くの場合、遠隔地の患者に医療診断及び治療を
提供することを可能にする。一般的に、患者は、看護人又は他の介添人により支援を受け
られるが、ローカルの支援を受けずに専門医と交流を図る場合がある。そのような状況に
おいて、患者の適切な医学的検査を行い、安全かつ時宜に即し、専門医側に正確な医療測
定データを供給し得る、患者側において持ち運び可能な医療用装置を提供することが非常
に望ましい。本開示は、それに関連した恒久的に又は一時的に１つ以上の医療用センサか
らデータを収集し、安全なネットワークによって専門医側にデータを伝送し、様々な医療
用センサの接続を可能にするオープンアーキテクチャを含む、多機能医療用装置を目的と
する。
【０００８】
　本明細書に使用されるように、医療用センサは、医学的検査、医療診断、又は医療手順
に使用される装置である。例えば、医療用センサは、音響バイオセンサ、一組の心電図検
査用電極、グルコース計測器、パルスオキシメーター、検査カメラ、血圧計、肺活量計、
温度計、内視鏡、検眼鏡、耳鏡、及び同様のものであってもよい。医療測定信号は、収集
され、又は１つ以上の医療用センサにより生成されたアナログ又はデジタル信号を参照す
る。そのような信号は、信号処理を経ても、経なくてもよい。
【０００９】
　図１ａは、多機能医療用装置１００の実施形態を説明する。装置１００は、ハウジング
１１０、コネクタ１２０、及びハウジング内に少なくとも部分的に配設される処理ユニッ
ト１３０を含む。本明細書に使用されるように、コネクタは、医療センサを含むが限定さ
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れない、異なる種類のセンサへの接続を提供するように動作可能である、センサインター
フェースを参照する。装置１００は、処理ユニット１３０に連結された任意の医療用セン
サ１４０を有してもよい。
【００１０】
　特定の実施形態では、ハウジング１１０は、人体と連動するように設計され、装置が人
体と直接接触するか又は極めて接近してもよいことを意味する。いくつかの場合では、ハ
ウジング１１０は、外表面１５０、伸長された本体１６０、第１の端部１７０、及び第２
の端部１８０を有してもよい。伸長された本体１６０は、容易な手持ち式操作を提供する
。いくつかの場合では、伸長された本体１６０は、追加の形状が手で把持可能な形状を有
するものを含むが限定されないことを意図されるが、本質的に円筒状である。ハウジング
１１０は、単一及び／又は密封されてもよい。ハウジングは、金属又はプラスチック等の
密封可能かつ洗浄するのに容易な材料で実現されてもよい。いくつかの実施形態では、ハ
ウジング１１０は、防水である。
【００１１】
　コネクタ１２０は、ハウジングの外表面の上にあってもよい。いくつかの場合では、コ
ネクタ１２０は、ハウジングの外表面とぴったり重なってもよく、装置１００を洗浄する
のに容易かつ微生物増殖の影響を受けにくいようにする。そのような構成では、コネクタ
１２０は、ハウジングの外表面から実質的に突出していないか凹んでいる。医療用センサ
１９０は、コネクタ１２０への接続を確立するために使用されてもよいコネクタ例を説明
する。コネクタ１２０が医療用センサと接続された時点で、処理ユニット１３０は、医療
用センサの種類を自動的に認識するように構成される。いくつかの場合では、処理ユニッ
トは、医療用センサの種類が認識された後、医療用センサの種類に適応可能なドライバを
ダウンロードしてもよい。
【００１２】
　例示的実施形態では、医療用センサ１４０は、ハウジング１１０の第１の端部１７０又
は第２の端部１８０で位置決めされてもよい。特定の実施形態では、医療用センサ１４０
は、ハウジング１１０の第１又は第２の端部の上に位置決めされる医療用検査カメラであ
る。本明細書に使用されるように、検査カメラ又は医療用検査カメラと呼ばれるものは、
例えば、内視鏡、耳鏡、医療用赤外線カメラ等の医学的検査及び試験環境に使用され得る
視覚化及び／又は画像形成装置である。別の実施形態では、医療用センサ１４０は、聴診
音を検出するように構成される変換器を含む。
【００１３】
　好ましい実施形態では、医療用装置１００ｂは、ハウジングの第１の端部に近接する医
療用検査カメラ１１０ｂ及び図１ｂに説明されるように、ハウジングの第２の端部に近接
する聴診音１５０ｂを検出する変換器を含む。医療用装置１１０ｂは、ハウジング１４０
ｂ及びコネクタ１３０ｂを有する。いくつかの実施形態では、医療用装置１００ｂは、ユ
ーザーインターフェース１２０ｂを含む。伸長された本体を有するため、本装置は、手持
ち式に使用される間、ユーザーインターフェース１２０ｂが少なくとも部分的に可視的か
つアクセス可能であるように設計されてもよい。装置１００ｂがカメラ１１０ｂを使用す
る検査のために使用されるとき、使用者は、ハウジングセクション１４０ｂの周囲の装置
を一般的に把持し、カメラ１１０ｂを患者に向ける。本装置が使用されるとき、そのよう
な構成では、ユーザーインターフェース１２０ｂが対向し、したがって使用者に可視的で
あり、使用者がユーザーインターフェース上の情報を見ることを可能にし、あるいはタッ
チスクリーンディスプレイで実現されるとき、使用者がユーザーインターフェースを介し
て命令を入力することを可能にする。また、制御情報を入力するためのボタン又はスイッ
チは一般的に、装置が使用されるとき、それらが使用者に対向し、容易にアクセス可能で
あるようにユーザーインターフェースとハウジングの同じ側面上に位置決めされる。
【００１４】
　多機能医療用装置１００は、遠隔医療応用に好適な特徴を有する。第一に、コネクタ１
２０は、多機能医療用装置１００が様々な種類の医学的検査を行うために容易に拡張され
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ることを可能にする。第二に、コネクタ１２０に接続された医療用センサの種類の自動認
識は、装置が最小限のトレーニングで使用されることを可能にする。第三に、装置１００
の小さなフォームファクタは、持ち運び可能かつ使用しやすいものである。特に、本装置
は好ましくは、手動で容易に使用されることを可能にするために十分に小さなフォームフ
ァクタを有する。第四に、装置１００は、洗浄及び消毒するのに容易であるフラッシュサ
ーフェイスを有してもよい。多機能医療用装置１００が遠隔医療応用に好適であるが、臨
床サービス環境に使用されてもよい。
【００１５】
　遠隔医療応用の別の課題は、ネットワーク接続が頻繁に制限される広い地理的領域にわ
たる医療測定データの伝送である。多くの状況では、医療測定データは、専門医側に達す
るためにネットワークセキュリティファイアウォールを通じて伝送される必要がある。ネ
ットワークファイアウォールは、イントラネットを出入りする不正な通信を阻止する。本
開示は、実質的リアルタイムに医療測定データの確実な伝送を提供することができる遠隔
医療コンパニオンシステムを説明する。図２は、遠隔医療コンパニオンシステム２００の
実施形態を説明する。一実施形態では、遠隔医療コンパニオンシステム２００は、医療用
装置２１０及びコンパニオン装置２２０を含む。医療用装置２１０及びコンパニオン装置
２２０はそれぞれ、安全な無線ネットワークに接続され得る。一実施形態では、医療用装
置は、無線機能を有する手持ち式医療用装置である。いくつかの実施形態では、医療用装
置は、本開示に記載される多機能医療用装置である。
【００１６】
　コンパニオン装置２２０は、安全な無線ネットワークを介して医療用装置２１０から医
療測定信号を受信する。いくつかの場合では、コンパニオン装置は、医療用装置２１０に
対するユーザーインターフェースを提供し得る。例えば、コンパニオン装置は、医療用装
置によって生成された医療測定信号を示すためのディスプレイを有してもよい。コンパニ
オン装置２２０は、医療用装置２１０に対する制御を提供し、医療用装置２１０から受信
されたデータを示すために医療用装置の種類に特有であるユーザーインターフェースをロ
ードし得る。特定の実施形態では、コンパニオン装置２２０は、携帯電話である。いくつ
かの場合では、コンパニオン装置２２０は、安全な無線ネットワークを介して専門医側と
接続される。いくつかの他の場合では、コンパニオン装置２２０は、患者側の介護者が質
問し、指示を受け、遠隔地の専門医から意見を返すことを可能にしてもよい。いくつかの
場合では、コンパニオン装置２２０は、専門医側で使用される。いくつかの実施形態では
、医療用装置２１０及びコンパニオン装置２２０は、医療用装置２１０がコンパニオン装
置２２０と通信できる前にサーバーによって登録され、承認される。いくつかの他の実施
形態では、医療用装置２１０は、内部メモリ内に医療測定データを格納し、その後コンパ
ニオン装置にデータを伝送することができ、これは以降、蓄積交換形態と呼ばれる。ネッ
トワークが利用できず又は制限された帯域幅を有するとき、蓄積交換形態は、しばらく経
ってからロバストなデータ伝送を可能にする。
【００１７】
　いくつかの実施形態では、コンパニオン装置２２０は、例えば、携帯電話、多機能携帯
電話、パーソナルデジタルアシスタント（ＰＤＡ）、ノートパソコン、タブレット型パー
ソナルコンピュータ（ＰＣ）等のモバイル機器であってもよい。モバイル機器は、広範囲
に使用されるため、患者側の介護者は、新しいものを入手する代わりに入手可能なモバイ
ル機器を使用してもよい。医療用装置２１０が患者と接触する前後に適切に消毒され得る
ように、コンパニオン装置２２０と異なる別個の医療用装置２１０を有することが多くの
場合に望ましい。
【００１８】
　好ましい実施形態では、医療用装置２１０及びコンパニオン装置２２０は、移動体通信
ネットワーク、好ましくは安全な移動体通信ネットワークに接続される。いくつかの発展
途上国では、固定電話の基板が老朽化し、不十分であるが、新たに設置した移動体通信ネ
ットワークが大多数の農村地域及び村落に達し得る。したがって、遠隔医療コンパニオン
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システム２００は、電気通信網が利用可能であるどこでも使用され得るが、それらの地域
の遠く離れた専門医側に、確実な、高品質な、かつリアルタイムの医療データを伝送する
低コストの手段を提供する。
【００１９】
　移動体通信ネットワークは、陸地にわたって分配される無線ネットワーク（即ち、セル
）であり、それぞれのセルが少なくとも１つの固定場所の送受信機によって供給されるも
のである。移動体通信ネットワークは、ＣＤＭＡ、ＧＳＭ、３Ｇ、４Ｇネットワーク、及
びあらゆる移動体通信ネットワークを包含する。移動体通信接続は、医療用装置２１０と
コンパニオン装置２２０とが物理的に接続され、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ技術により必要とさ
れるような短距離内に、又は短距離無線インターフェースのための無線アクセスポイント
により網羅される地域に必要としない場合、医療用装置２１０とコンパニオン装置２２０
とをアンテザードにすることを可能にする。更に、移動体通信接続は、ファイアウォール
にわたって通信を提供する。例えば、コンパニオン装置２２０が医療施設のファイアウォ
ール内のサーバーに医学的検査データを伝送してもよい。更に、移動体通信接続は、住ま
い、診療所、救急車、又は病院を含むが限定されない複数の場所で同様の使用者体験を可
能にする。移動体通信接続は、患者が輸送される間、医療用装置２１０によって収集され
た患者の健康状態を提供することができる。更に、安全な移動体通信接続は、患者データ
及び情報の守秘権を維持する。要するに、移動体通信接続の使用は、広く使用され、ロバ
ストな、安全な、かつ高帯域幅の通信チャネルを提供する。
【００２０】
　多機能統合医療用装置
　図３は、例示的多機能医療用装置３００のブロック図である。多機能医療用装置３００
は、処理ユニット３１０、コネクタ３２０、及び電源ユニット３３０を有する。任意に、
多機能医療用装置３００は、医療用センサ３４０、制御ユニット３５０、及びユーザーイ
ンターフェース３６０を有してもよい。医療用センサ３４０は、処理ユニット３１０に電
気的に連結され得る。いくつかの実施形態では、コネクタ３２０は、有線接続、無線接続
、又は様々な種類の医療用センサの両方の種類の接続を可能にするように構成される。い
くつかの実施形態では、コネクタ３２０は、アナログ及びデジタル信号を受信するように
構成される。更に、コネクタ３２０は、患者の健康状態及び／又は患者側の環境データに
関して情報を提供するための周辺機器と接続されてもよい。周辺機器は、例えば、計器、
歩数計、投薬モニタ、一酸化炭素検出器、煙探知器、火災検知器、病床利用率センサ、及
び同様のものであってもよい。
【００２１】
　例示的実施形態では、コネクタ３２０は、物理的接続を提供するためにアナログ信号の
一組の接続チャネル及びデジタル信号の一組の接続チャネルを含む。例えば、コネクタ３
２０は、４つのアナログポート及び４つのデジタルポートを有する８ピンコネクタであっ
てもよい。別の例示の的実施形態では、コネクタ３２０は、接続される医療用センサの種
類に従ってピン構成を内部で再配置してもよい。コネクタ３２０はまた、センサに電力を
供給してもよい。いくつかの場合では、コネクタ３２０は、この装置に対する電力入力、
及び付着センサ、センサデータ入力に対する電力出力の接続チャネルを含んでよい。いく
つかの場合では、コネクタ３２０は、センサ識別入力及び／又はセンサ制御出力の接続チ
ャネルを更に含んでよい。
【００２２】
　いくつかの実施形態では、コネクタ３２０に接続された医療用センサ３４０及び１つ以
上の追加の医療用センサが同時に動作してもよい。本明細書に使用されるように、同時に
動作することは、２つ以上のセンサが、多重化、一時的なオーバーラップ、又はサンプリ
ングを使用するような秩序逐次的方法で、同時に医療測定信号を生成し得ることである。
いくつかの実施形態では、コネクタ３２０は、同時に動作する１つ以上の医療用センサへ
の無線接続を提供してもよい。いくつかの実施形態では、追加の医療用センサがコネクタ
と接続された後、処理ユニット３１０は、ドライバが追加の医療用センサをサポートする
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ために必要とされる場合、ネットワークを介して追加の医療用センサに対応するドライバ
をダウンロードしてもよい。
【００２３】
　好ましい実施形態では、多機能医療用装置３００は、再充電可能である。電源ユニット
３３０は、１つ以上の再充電可能な電池を含んでよい。しかし、いくつかの場合では、電
源ユニット３３０は、１つ以上の使い捨て電池を含み得る。いくつかの場合では、コネク
タ３２０は、電源ユニット３３０に充電を提供するために電源に接続され得る。いくつか
の他の場合では、電源ユニット３３０は、充電のための外部電源に接続するために専用の
ポートを有し得る。特定の実施形態では、全ての関連する医療用センサは、外部電源への
接続が確立されるとき、動作不能にされる。
【００２４】
　いくつかの実施形態では、多機能医療用装置３００は、制御情報の生成に使用するため
の制御ユニット３５０を含む。制御ユニット３５０は、装置動作の態様を制御するために
多数の制御要素（例えば、ボタン、スイッチ）を含んでよい。例えば、制御要素は、音量
、利得制御スイッチ、又はモード選択スイッチを含んでよい。いくつかの実施形態では、
制御ユニット３５０は、多機能医療用装置３００の動作状態を検出するための１つ以上の
センサを含んでよい。例えば、制御ユニット３５０は、加速度計、ジャイロスコープ、音
声変換器、周辺光センサ、及び触覚センサのうちの少なくとも１つを含んでよい。いくつ
かの場合では、制御ユニット３５０のうちの少なくとも一部は、ハウジング内に配設され
てもよい。いくつかの場合では、制御ユニット３５０は、識別読取り器を含んでよい。例
えば、識別読取り器は、ＲＦＩＤ読取り器、デジタル識別読取り器、指紋センサ、バーコ
ード読取り器、又は同様のものであってもよい。いくつかの場合では、制御ユニット３５
０は、キーボード等の任意の従来の入力装置を含んでよい。
【００２５】
　一実施形態では、制御ユニット３５０は、地理的な関連情報（例えば、場所）を決定す
るためのＧＰＳユニットを含んでよい。処理ユニットは、ＧＰＳユニットから地理的な関
連情報を受信し、ネットワークを介して地理的な関連情報を伝送し得る。いくつかの場合
、患者側の地理的な関連情報は、緊急の医学的状態の場合には、最も近い病院を決定する
のに有用であってもよい。更に、無線ネットワークを介したＧＰＳと処理ユニットとコン
パニオン装置との間の連携により、失われた又は誤った多機能装置を位置特定することの
支援を行うことができる。
【００２６】
　ユーザーインターフェース３６０は、多機能医療用装置３００の別の任意の構成要素で
ある。ユーザーインターフェース３６０は、多数のモード及び／又は状態表示器を含んで
よい。表示器は、選択されたフィルタモード、電池状態、通信リンク状態、又は他の情報
を表示してもよい。そのような通信リンク状態表示は、処理ユニット３１０によって行わ
れるエラー検出（例えば、巡回冗長検査（ＣＲＣ））に基づいてもよい。好ましい実施形
態では、エラー発生及びそれがないことを示す状態が報告される。
【００２７】
　ユーザーインターフェース３６０は、手持ち式装置上の設置に好適なディスプレイを含
んでよい。例として、ディスプレイは、ＬＣＤディスプレイであってもよい。いくつかの
実施形態では、ユーザーインターフェースは、複数のディスプレイを含む。ユーザーイン
ターフェース３６０は、装置の状態、稼動中の医療用センサの種類、及び／又はディスプ
レイの上の受信された信号を示してもよい。いくつかの実施形態では、ユーザーインター
フェース３６０は、タッチセンサ式ディスプレイを含んでよい。そのような構成では、制
御ユニット３５０は、同様のタッチセンサ式ディスプレイを含んでよい。
【００２８】
　特定の実施形態では、多機能医療用装置３００は、伸長された本体を有し、装置３００
が手持ち式に使用される間、ユーザーインターフェース３６０が少なくとも部分的に見る
ことができ、及び／又は制御ユニット３５０が少なくとも部分的にアクセス可能であるよ



(10) JP 2014-502172 A 2014.1.30

10

20

30

40

50

うに、装置３００が設計される。そのような構成では、使用者が患者を検査する間、使用
者は、装置３００の構成を調整してもよい。
【００２９】
　いくつかの実施形態では、制御ユニット３５０の入力又は処理ユニット３１０に連結さ
れる稼動中の医療用センサの種類に基づき、制御ユニット３５０を含むが限定されない多
機能医療用装置の構成、及び／又はユーザーインターフェース３６０の構成が変更されて
もよい。ここで、稼動中の医療用センサは、処理ユニットに信号を伝送する医療用センサ
を参照する。例として、稼動中の医療用センサが音響センサから検査カメラに変更される
とき、装置上のスイッチは、音量調節からズーム制御に変更される。別の例として、保持
されている装置３００の向きが変更されるとき、ディスプレイの向きが結果的にかつ自動
的に変更されてもよい。装置３００の向き及び動作合図（即ち、内部加速度計からの信号
）は、装置３００が使用されている方法を表示してもよい。例えば、装置３００は、軽く
たたくこと又は揺することによりスイッチが入れられるか又は待機モードから起こされて
もよい。
【００３０】
　ユーザーインターフェース３６０は、装置３００を使用する方法に従って変更されても
よい。いくつかの実施形態では、ユーザーインターフェース３６０は、タッチセンサ式デ
ィスプレイを含み、タッチセンサ式ディスプレイは、制御ユニット３５０の入力及び／又
は処理ユニット３１０に連結された稼動中の医療用センサの種類に従って再配置される。
本明細書に使用されるように、再配置されるタッチセンサ式ディスプレイは、最初の構成
、異なる一組の制御構成要素（例えば、ボタン、チェックボックス等）、及び提示構成要
素（例えば、テキストボックス、画像等）と比較される場合、ディスプレイを含み、及び
／又はスクリーン上に別に制御及び提示構成要素を配置することを意味する。
【００３１】
　例示的実施形態では、多機能医療用装置３００は、装置ハウジングの第１の端部で位置
決めされる、耳鏡、内視鏡等の検査カメラを含み得る。多機能医療用装置３００が直立に
保持され、検査カメラが上部で位置決めされるとき、多機能医療用装置３００は、制御ユ
ニット３５０及び／又はユーザーインターフェース３６０が結果的に動作するように構成
され得る場合、医療用画像形成モードに自動的に変更され得る。例えば、制御ユニット３
５０は、検査カメラのズーミングを制御するように構成され得る。別の例として、ユーザ
ーインターフェース３６０は、適切な提示構成要素を提供し、及び／又は適切な向きに画
像を示すように、構成され得る。
【００３２】
　別の例示的実施形態では、多機能医療用装置３００は、装置ハウジングの第２の端部で
変換器を封入する胸部部分を含み得る。多機能医療用装置３００が直立に保持され、胸部
部分が装置の上部で位置決めされるとき、多機能医療用装置３００は、制御ユニット３５
０及び／又はユーザーインターフェース３６０が結果的に動作するように構成され得る場
合、医療用聴診モードに自動的に変更され得る。例えば、制御ユニット３５０は、変換器
によって生成された信号の増幅を制御するように構成され得る。別の例として、ユーザー
インターフェース３６０は、適切な提示構成要素を提供し、及び／又は適切な向きに画像
を示すように構成され得る。
【００３３】
　処理ユニット３１０は、１つ以上のマイクロプロセッサ、デジタル信号プロセッサ、プ
ロセッサ、ＰＩＣ（Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌ
ｅｒ）、マイクロコントローラ、又はその他の形態の計算ユニットを含んでよい。例えば
、処理ユニット３１０は、Ｑｕａｌｃｏｍｍ　ＷＭＤ　６０５５　Ｍｏｄｕｌｅ、Ｔｅｘ
ａｓ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ　ＯＭＡＰ３５３０、Ｓａｍｓｕｎｇ　Ｓ５ＰＣ１１０、
又はＱｕａｌｃｏｍｍ　Ｓｎａｐｄｒａｇｏｎ　Ｐｌａｔｆｏｒｍ　Ｃｈｉｐｓｅｔｓの
うちの１つによって実現されてもよい。処理ユニット３１０は、連結された医療用センサ
３４０又はコネクタ３２０に接続された１つ以上の医療用センサのいずれかからの信号を
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受信する。受信された信号は、例えば、デジタルストリーミング信号、デジタル離散的信
号、アナログストリーミング信号、又はアナログ量であってもよい。
【００３４】
　処理ユニットは、単純なものから複雑なものまで多様な機能を行うように構成されても
よい。図４は、処理ユニット４００に含まれ得るいくつかの例示的機能モジュールを説明
する。いくつかの場合では、処理ユニット４００は、受信された信号を増幅するための増
幅モジュール４１０を有し得る。いくつかの場合では、処理ユニット４００は、受信され
た信号の品質を改良するためにアナログ及び／又はデジタルフィルタリングを行うための
フィルタリングモジュール４２０を有し得る。いくつかの場合では、処理ユニット４００
は、受信された信号に比較的高度な解析を行うためのデジタル信号処理モジュール４４０
を有し得る。例えば、デジタル信号処理モジュール４４０は、患者の格納されたプロファ
イルでプロファイルマッチングを行い、診断報告を生成してもよい。
【００３５】
　いくつかの場合では、処理ユニット４００は、受信された信号を医療測定信号の正確か
つ忠実な再生のためのデジタル信号に変換し得る。例えば、音響バイオセンサが患者の体
内音を収集する処理ユニットと連結されるとき、処理ユニット４００は、受信された信号
を体内音の正確かつ忠実な再生のための音響信号に変換し得る。いくつかの実施形態では
、処理ユニット４００は、米国特許第６，１３４，３３１号、表題「Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉ
ｃ　Ｓｔｅｔｈｏｓｃｏｐｅ」、米国特許第７，００６，６３８号、表題「Ｅｌｅｃｔｒ
ｏｎｉｃ　Ｓｔｅｔｈｏｓｃｏｐｅ」、及び／又は米国特許第７，１３０，４２９号、表
題「Ｍｅｔｈｏｄ　ａｎｄ　ａｎ　Ａｐｐａｒａｔｕｓ　ｆｏｒ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ
　Ａｕｓｃｕｌｔａｔｉｏｎ　Ｓｉｇｎａｌｓ」に記載されるように、音響信号を生成す
るように構成され、それらの全体がそれぞれ参照により本明細書に組み込まれる。
【００３６】
　いくつかの場合では、受信された信号が画像であるとき、デジタル信号処理モジュール
４４０は、受信された信号に対する画像処理を行い得る。例えば、検査カメラが処理ユニ
ット４００と連結されるとき、デジタル信号処理モジュール４４０は、受信された画像に
パターン認識を行い、受信された画像を好適なサイズに圧縮し得る。いくつかの場合では
、デジタル信号処理モジュール４４０は、受信された信号又は他のモジュールによって生
成された処理されたデータをパケット化し得る。いくつかの場合では、デジタル信号処理
モジュール４４０は、検査カメラ光学の自動焦点を容易にし得る。
【００３７】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット４００は、受信された信号及び／又は処理ユニ
ット４００内の他のモジュールによって生成された処理されたデータを、格納するための
データ格納モジュール４５０を有し得る。いくつかの場合では、データ格納モジュール４
５０は、使用者が音声トラック、生理学的信号、構成選択、又は他のデータを格納するこ
とができる。データ格納モジュール４５０は、多機能医療用装置が音声命令に反応して修
正され得るように、医療用装置の使用者又は所有者を認識するための音声認識データ、及
び音声命令を認識するための会話認識データを更に含んでよい。会話認識音声命令はまた
、音声トラック、体内音、又は他の記録若しくはファイルを、患者の医療記録へ転送する
ために使用されてもよい。いくつかの実施形態では、例えば米国特許第７，４４４，２８
５号（Ｆｏｒｂｅｓ）に記載されるように、多機能医療用装置は、音声信号の内容を記録
又は他のデータファイル（例えば、患者の医療記録）に転記するように構成される。
【００３８】
　一実施形態では、処理ユニット４００は、ネットワークを介して信号を受信及び伝送す
るための通信モジュール４６０を含んでよい。通信モジュール４６０から伝送された信号
は、例えば、稼動中の医療用センサから受信された信号、受信された信号に基づく処理さ
れたデータ、又はデジタル信号処理モジュール４４０によって生成されるデータパケット
であってもよい。通信モジュール４６０は、コンパニオン装置からの命令を受信し得る。
本明細書に使用されるように、命令は、装置構成を変更するための命令、装置の動作を変
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更するための命令、データの要求、又は同様のものであってもよい。ネットワークが利用
できないとき、処理ユニット４００は、データ格納モジュール４５０内に伝送されるデー
タを格納してもよい。処理ユニット４００は後で、ネットワークが利用可能のとき、通信
モジュール４６０を介してデータを伝送してもよい。更に、処理ユニット４００は、伝送
中又は専門医側若しくはコンパニオン装置からの要求に応じてデータが失われる場合、デ
ータ格納モジュール４５０内に保存されたデータを再伝送してもよい。処理ユニット４０
０は、受信命令に従って多機能医療用装置の構成を修正してもよい。例えば、処理ユニッ
ト４００は、受信命令に従ってユーザーインターフェースの構成を変更してもよい。別の
例として、ユーザーインターフェースは、心拍数を表示することから受信されたＥＣＧ信
号に基づく波形を表示することに変更されてもよい。いくつかの実施形態では、処理ユニ
ット４００は、通信モジュール４６０を介してネットワークからソフトウェア更新パッケ
ージをダウンロードすることができる。
【００３９】
　図５は、装置１００の例示的構成要素を説明する例示的多機能医療用装置５００の系統
図である。多機能医療用装置は、医療用センサからデータを受信し、医療用センサに命令
を送信するための医療用センサインターフェース５３０を含む。医療用センサインターフ
ェース５３０は、自在外部コネクタ５３５を含むことができ、多機能医療用装置５００の
本体内に位置しない医療用センサの接続を可能にする。医療用センサインターフェース５
３０はまた、装置５００のハウジング内に少なくとも部分的に恒久的センサの接続を可能
にする恒久的内部センサインターフェース５３７を含んでもよい。多機能医療用装置５０
０は、医療用センサインターフェース５３０を介して伝送された医療測定データを受信し
、自在外部コネクタ５３５又は恒久的内部センサインターフェース５３７を介して接続さ
れた１つ以上のセンサに命令を送信する処理ユニット５１０を含む。処理ユニットは、伝
送のためのデータを構成するための中央処理ユニット（ＣＰＵ）５２０及びデータを格納
するためのメモリ５２５を含み得る。いくつかの場合では、処理ユニットは、受信した医
療測定信号に信号処理を行うためのデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）５１５、及び／又
は表示内容を生成するための画像形成プロセッサ５２７を更に含み得る。
【００４０】
　多機能医療用装置５００は、電源を供給するための電力管理ユニット５５０を含む。電
力管理ユニットは、再充電可能な電池５５５及び充電電子機器５５７を含み得る。いくつ
かの場合では、充電電子機器は、電源と接続するための自在外部コネクタ５３５を使用し
得る。いくつかの他の場合では、充電電子機器は、電源と接続するための別個のコネクタ
（図示せず）を使用してもよい。
【００４１】
　多機能医療用装置５００は、データを伝送及び受信するための通信ユニット５９０を更
に含み得る。通信ユニット５９０は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ規格、ＩＥＥＥ　８０２規格（
例えばＩＥＥＥ　８０２．１１）、ＺｉｇＢｅｅ若しくはＩＥＥＥ　８０２．１５．４規
格に基づいた類似の仕様、又は他の周知の若しくは特殊な無線プロトコルを始めとする既
知の通信規格に適合するインターフェースなどの短距離無線通信インターフェースのうち
の１つ以上を提供するための電子機器を含んでよい。通信ユニット５９０は、移動体通信
ネットワークインターフェース、衛星通信インターフェース等の長距離無線通信インター
フェースのうちの１つ以上を供給するための電子機器を含んでもよい。医療用センサが自
在外部コネクタに接続され、医療用センサが、医療用装置５００によって現在サポートさ
れていないように中央処理ユニット５２０によって識別される場合、中央処理ユニット５
２０は、通信ユニット５９０を通じてドライバのダウンロードを要求してもよい。いくつ
かの場合では、装置５００は、通信ユニット５９０から命令を受信し、装置５００の構成
を修正し、あるいは使用中の医療用センサに命令を送信し得る。
【００４２】
　多機能医療用装置５００は、ユーザーインターフェース５６０を任意に含んでよい。い
くつかの場合では、ユーザーインターフェース５６０は、ＬＥＤ　５６７等の１つ以上の
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ＬＥＤ、装置５００の状態を表示するための他の種類の表示器、又は装置５００の構成を
、含んでよい。例えば、電池５５５が電力容量で低いとき、ＬＥＤは、黄色の点滅信号を
示してもよい。いくつかの場合では、ユーザーインターフェース５６０は、装置５００の
状態、装置５００の構成、又は数若しくは波形形式で処理ユニット５１０によって受信さ
れ及び／若しくは処理された現在のデータを表示するためのＬＣＤディスプレイ５６５、
タッチスクリーン５７０、又は他の種類のディスプレイを含み得る。そのような構成では
、画像形成プロセッサ５２７は、ユーザーインターフェース５６０に表示するための表示
内容を構成し得る。
【００４３】
　いくつかの場合では、多機能医療用装置５００は、制御ユニット５８０を含み得る。い
くつかの場合では、制御ユニット５８０は、装置５００の構成を調整するためのボタン又
はスイッチ５７５を含んでよい。いくつかの場合では、制御ユニット５８０は、ユーザー
入力／命令を受け取るためのタッチスクリーン５７０を含んでよい。任意に、多機能医療
用装置５００は、ハウジング内に配設される内部センサ５４０を含んでよい。内部センサ
５４０は、例として、加速度計５４５及び／又はＧＰＳユニット５４７を含んでよい。内
部センサ５４０によって収集された信号は、信号品質を改良し、信号から望ましいデータ
を抽出するためのデジタル信号プロセッサ５１５に伝送されてもよい。処理されたデータ
は、装置５００の構成を変更し、又は装置５００の機能する状態に関する情報を提供する
ための通信ユニット５９０を介して伝送するために中央処理ユニット５２０によって使用
されてもよい。例えば、機能する状態は、ＧＰＳユニット５４７によって生成された信号
に基づき決定される装置の場所であってもよい。
【００４４】
　センサが初めに多機能医療用装置と接続されるとき、装置は、センサ種類及び／又はセ
ンサＩＤを決定するために必要であり、センサ発見処理過程と呼ばれる。図６は、多機能
医療用装置の例示的センサ発見処理過程を説明する。初めに、医療用センサ識別が読み取
られる（工程６１０）。ここで、医療用センサ識別は、医療用センサの種類、又は医療用
センサ自体を独自に識別してもよい。いくつかの場合では、医療用センサがコネクタと接
続されるとき、医療用センサ識別は、初めにコネクタに送信され、処理ユニットによって
読み取られてもよい。いくつかの場合では、医療用センサ識別は、制御ユニットの構成要
素のうちの１つによって読み取られてもよい。例えば、ＲＦＩＤタグは、医療用センサに
付着され、制御ユニットのＲＦＩＤ読取り器によって読み取られてもよい。いくつかの場
合では、医療用センサ識別は、コネクタの専用のピンを介して読み取られてもよい。医療
用センサ識別が読み取られた後、処理ユニットは、識別に従って医療用センサの種類を決
定してもよい（工程６２０）。次に、処理ユニットは、医療用センサ種類情報に従って多
機能装置の構成を修正し得る（工程６３０）。いくつかの場合では、処理ユニットは、必
要に応じて医療用センサのドライバをダウンロードしてもよい。
【００４５】
　図７は、多機能医療用装置の別の例示的センサ発見処理過程である。第一に、医療用セ
ンサは、多機能医療用装置の上の外部コネクタに接続される（工程７１０）。第二に、多
機能医療用装置は、接続された医療用センサの識別情報を要求する（工程７１５）。次に
、医療用センサは、識別情報を伝送することによって反応する（工程７２０）。医療用セ
ンサの識別情報に基づき、多機能医療用装置は、医療用センサがサポートされるか決定す
る（工程７２５）。センサがサポートされていない場合、装置は、センサが、例えば、状
態表示器を変更することによってサポートされていないこと（工程７３０）を使用者に通
知する場合がある。次に、装置がサポートされていない場合、装置は、医療用センサのド
ライバが装置のメモリ内に利用可能か決定する（工程７３５）。ドライバが利用できない
場合、装置は、接続されたネットワークを介して医療用センサのドライバをダウンロード
する（工程７４０）。ドライバが利用可能である場合、装置は、医療用センサをサポート
するために内部メモリからドライバをロードする（工程７４５）。更に、医療用装置は、
センサをサポートするための構成を修正する（工程７５０）。例えば、ディスプレイ構成
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は、接続された医療用センサの種類に従って修正されてもよい。
【００４６】
　遠隔医療コンパニオンシステム
　図８は、遠隔医療コンパニオンシステム８００の実施形態の系統図である。患者側にお
いて、医療用装置８２０及びローカルコンパニオン装置８３０は、遠隔医療コンパニオン
システム８００に含まれ得る。医療用装置８２０は、無線機能を有する手持ち式医療用装
置であってもよい。いくつかの場合では、医療用装置８２０は、本開示に記載される多機
能医療用装置であり得る。いくつかの他の場合では、医療用装置８２０は、「Ｍｏｄｕｌ
ａｒ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｂｉｏｓｅｎｓｏｒ　ｗｉｔｈ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　ｆ
ｏｒ　Ｒｅｃｅｉｖｉｎｇ　Ｄｉｓｐａｒａｔｅ　Ｍｏｄｕｌｅｓ」と題する、米国特許
公開第２０１０－００５６９５６号に記載されたモジュール聴診器である場合があり、全
体として参照により本明細書に組み込まれる。
【００４７】
　コンパニオン装置は、ユーザーインターフェースを有する無線機器対応の装置であって
もよい。例えば、コンパニオン装置は、多機能携帯電話、タブレット型パーソナルコンピ
ュータ（ＰＣ）、ノートパソコン、コンピュータ、又はパーソナルデジタルアシスタント
（ＰＤＡ）であってもよい。ローカルコンパニオン装置８３０は、医療用装置８２０によ
って生成される医療測定データを受信し、ユーザーインターフェースに医療測定データの
表示を提示し得る。いくつかの場合では、ローカルコンパニオン装置８３０は、ユーザー
インターフェースを介してユーザー命令を受け取り、医療用装置８２０に命令を送信し得
る。いくつかの実施形態では、ローカルコンパニオン装置８３０は、受信した医療測定デ
ータに対する信号処理及び解析を行い、解析結果を専門医側に伝送し得る。例えば、検査
カメラは、５ｃｍ×５ｃｍサイズの皮膚画像を撮り、１ｃｍ×１ｃｍの画像の一部分が対
象であるが、ローカルコンパニオン装置８３０は、画像を伝送する前に手動又は自動的に
対象の部分に対して画像を切り取ってもよい。いくつかの実施形態では、患者側で同時に
使用される複数の医療用装置は、ローカルコンパニオン装置に結合される。好ましい実施
形態では、ローカルコンパニオン装置８３０は、受信した医療測定データ及び／又は処理
されているデータ及び／又は内部メモリ内の解析結果を格納してもよい。無線接続が一時
的に失われる場合、ローカルコンパニオン装置８３０は、例えばタイムスタンプ又は他の
順序表示器を有する、内部メモリ内の格納データを標識化してもよい。無線接続が後で確
立されるとき、ローカルコンパニオン装置８３０は、無線接続を介して内部メモリ内の標
識化データを伝送してもよい。
【００４８】
　いくつかの場合では、ローカルコンパニオン装置は、医療用装置８２０が稼動中である
とき、医療用装置８２０の特定の機能性をサポートするように設計されるソフトウェアを
ロードしてもよい。いくつかの他の場合では、医療用装置８２０は、複数の種類のセンサ
を使用し得る場合、ローカルコンパニオン装置は、ソフトウェアをロードするか、あるい
は医療用装置８２０によって使用されている稼動中のセンサをサポートする（即ち、セン
サによって取得されたデータを処理すること、データを提示すること等）ためのソフトウ
ェアの構成を変更してもよい。いくつかの場合では、ローカルコンパニオン装置８３０は
、医療用装置８２０から受信された装置情報に基づきユーザーインターフェースの構成を
修正してもよい。いくつかの場合では、ローカルコンパニオン装置８３０は、ソフトウェ
アがローカルコンパニオン装置８３０に設置されない場合、装置特定的ソフトウェアを自
動的にダウンロードしてもよい。
【００４９】
　いくつかの実施形態では、遠隔医療コンパニオンシステムは、専門医側のリモートコン
パニオン装置８６０を含み得る。リモートコンパニオン装置８６０は、医療用装置８２０
又はローカルコンパニオン装置によって伝送された医療測定データを受信し、専門医に医
療測定データの表示を提示し得る。医療測定データを査読後、専門医は、リモートコンパ
ニオン装置８６０を介して患者側に指示を提供してもよい。いくつかの実施形態では、遠
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隔医療コンパニオンシステム８００は、医療用装置８２０及びリモートコンパニオン装置
８６０を含むが、システム８００は、ローカルコンパニオン装置８３０を含まない。いく
つかの場合では、専門医は、リモートコンパニオン装置８６０を使用して命令を入力する
ことを介して患者側で使用される医療用装置８２０を制御し得る。いくつかの場合では、
専門医は、リモートコンパニオン装置８６０を使用して命令を入力することを介してロー
カルコンパニオン装置８３０を制御し得る。リモートコンパニオン装置から送信された命
令は、ローカルコンパニオン装置８３０及び／又は医療用装置８２０によって受信され、
解釈され得る。例えば、専門医は、医療用装置８２０のフィルタリングモードを変更する
か、あるいはローカルコンパニオン装置８３０の信号処理スキームを変更してもよい。
【００５０】
　特定の実施形態では、遠隔医療コンパニオンシステムは、専門医側の多機能医療用装置
を含む。専門医側の多機能医療用装置の制御ユニットは、患者側の多機能装置の多様な選
択可能な制御及び設定を含み得る。これらの設定は、患者側多機能装置の、モード、音量
、電力状態、記録設定、及び同様のものを制御するために選択されてもよい。いくつかの
実施形態では、これらの設定は、ユーザーインターフェースを介しても選択可能である。
【００５１】
　専門医側多機能装置の制御ユニットは、ローカル制御のみのために他の設定を残しつつ
、患者側多機能装置にいくつかの設定の制御を可能にするように構成されてもよい。例え
ば、制御ユニットは、患者側多機能装置の音量が患者側でのみ制御可能である間（例えば
、制御ユニット及び／又は患者側多機能装置上のユーザーインターフェース）、専門医側
多機能装置のみの音量制御を提供してもよい。いくつかの実施形態では、専門医側多機能
装置は、専門医側多機能装置上のユーザーインターフェースが安全なネットワークにわた
って接続されるとき、患者側多機能装置の設定を制御するように、構成されてもよい。専
門医側多機能装置は、患者側での音量調節を可能にしたまま、患者側多機能装置上に全て
の設定を実質的に制御する（即ち、患者側でのローカル制御が本質的に無効にされる）よ
うに構成されてもよい。
【００５２】
　いくつかの実施形態では、遠隔医療コンパニオンシステム８００は、患者側のローカル
コンパニオン装置８３０を含まない。そのような構成では、患者側の医療用装置８２０は
、データを専門医側のリモートコンパニオン装置８６０に伝送し、それからの命令を受信
する。
【００５３】
　いくつかの実施形態では、ローカルコンパニオン装置８３０又はリモートコンパニオン
装置８６０は、受信データ上のエラーチェックを行い、ユーザーインターフェース上のデ
ータ品質を表示する。受信データ上でエラーが発見された場合、リモートコンパニオン装
置８６０は、再びデータを伝送するためにローカルコンパニオン装置８３０を要求し得る
。
【００５４】
　いくつかの実施形態では、ローカルコンパニオン装置８３０又はリモートコンパニオン
装置８６０は、医療測定信号に対して自動診断を行ってもよい。自動診断は、例えば、「
Ａｎａｌｙｓｉｓ　ｏｆ　Ａｕｓｃｕｌｔａｔｏｒｙ　Ｓｏｕｎｄｓ　Ｕｓｉｎｇ　Ｓｉ
ｎｇｌｅ　Ｖａｌｕｅ　Ｄｅｃｏｍｐｏｓｉｔｉｏｎ」と題する、米国特許第７，３００
，４０５号、又は「Ｍｕｌｔｉ－ｍｏｄａｌ　ｃａｒｄｉａｃ　ｄｉａｇｎｏｓｔｉｃ　
ｄｅｃｉｓｉｏｎ　ｓｕｐｐｏｒｔ　ｓｙｓｔｅｍ　ａｎｄ　ｍｅｔｈｏｄ」の米国特許
第６，５７２，５６０号に記載される診断方法であってもよく、全体として参照により本
明細書に組み込まれる。
【００５５】
　いくつかの実施形態では、遠隔医療コンパニオンシステム８００は、サーバー８４０を
含み得る。サーバーは、例えば、コンピュータ、一連のコンピュータ、クラウドコンピュ
ーティングサーバー、及び同様のものであってもよい。サーバー８４０は、装置登録及び
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承認、装置管理、及びデータ格納を提供し得る。いくつかの場合では、サーバーは、医療
用装置８２０及びローカルコンパニオン装置８３０からの登録要求を受信し得る。いくつ
かの場合では、サーバーは、医療用装置８２０又はローカルコンパニオン装置８３０のい
ずれかからの医療測定データを受信し、データレポジトリ内に受信されたデータを格納し
、リモートコンパニオン装置８６０に受信されたデータを伝送し得る。いくつかの場合で
は、サーバーは、認証スキームによって医療用装置８２０及びローカルコンパニオン装置
８３０を認証してもよく、例示的実施形態は、下記に更に詳細に記載される。そのような
構成では、サーバーは、医療用装置８２０及び／又はローカルコンパニオン装置８３０が
認証された場合のみ、リモートコンパニオン装置８６０にデータを伝送できる。他の実施
形態では、リモートコンパニオン装置８６０が、医療用装置８２０及び／又はローカルコ
ンパニオン装置８３０に加えて、認証された場合のみ、伝送が可能となる場合がある。い
くつかの場合では、サーバー８４０は、接続を要求する登録装置のそれぞれにＩＰアドレ
スを交換し、装置がネットワークを介して直接通信しデータを交換することを認めること
ができる。
【００５６】
　好ましい実施形態では、遠隔医療コンパニオンシステムは、通信媒体として移動体通信
ネットワークを使用する。いくつかの実施形態では、コンパニオン装置８６０及びサーバ
ー８４０は、医療用装置８２０及びローカルコンパニオン装置がファイアウォールの外側
にある間、保健医療情報管理システムのネットワークセキュリティファイアウォール内に
ある。移動体通信ネットワークの使用は、ファイアウォールにわたって安全な通信を可能
にする。
【００５７】
　図９は、別の例示的遠隔医療コンパニオンシステム９００を説明する。例示的実施形態
では、患者側の医療用装置９１０及びローカルコンパニオン装置９２０は、移動体通信ネ
ットワーク又は複数の移動体通信サービス提供者の移動体通信ネットワークを介して接続
されてもよい。サーバー９３０は、移動体通信ネットワークに接続され得る。サーバー９
３０はまた、他の有線及び／又は無線ネットワークに接続され得る。更に、専門医側のリ
モートコンパニオン装置９４０は、有線又は無線ネットワークを介して遠隔医療コンパニ
オンシステム８００に接続され得る。いくつかの場合では、リモートコンパニオン装置９
４０は、移動体通信ネットワークを介して接続され得る。いくつかの実施形態では、医療
用装置９１０及びローカルコンパニオン装置９２０がＢｌｕｅｔｏｏｔｈ又はＩＥＥＥ　
８０２．１１対応ネットワーク等の短距離無線ネットワークの有効範囲内である場合、医
療用装置９１０及びローカルコンパニオン装置９２０は、短距離無線ネットワークを介し
て接続を確立できる。
【００５８】
　図１０は、遠隔医療コンパニオンシステムの例示的機能フローチャートである。最初に
、医療用装置及び第１のコンパニオン装置がサーバーに登録される（工程１０１０）。医
療用装置及び第１のコンパニオン装置は、次の工程前にサーバーによって更に認証され得
る。次に、医療用装置は、患者側で医療測定データを生成する（工程１０２０）。医療用
装置は、第１のコンパニオン装置にデータを伝送する（工程１０３０）。いくつかの場合
では、サーバーは医療用装置からのデータを受信でき、サーバーは、第１のコンパニオン
装置にデータを転送できる。第１のコンパニオン装置は、データを受信し（工程１０４０
）、ユーザーインターフェース上にデータの表示を提示する（工程１０５０）。
【００５９】
　図１１は、遠隔医療コンパニオンシステムの別の例示的機能フローチャートである。最
初に、任意の工程として、医療用装置及び第１のコンパニオン装置は、サーバーに登録さ
れる（工程１１１０）。医療用装置及び第１のコンパニオン装置は、次の工程前にサーバ
ーによって更に認証され得る。次に、医療測定データは、医療用装置又は第１のコンパニ
オン装置のいずれかから伝送される（工程１１２０）。いくつかの場合では、第１のコン
パニオン装置は、医療用装置によって生成される医療測定信号を望ましい形式及び品質を
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有する医療測定データに変換でき、第１のコンパニオン装置又は第２のコンパニオン装置
を介してユーザー入力によって構成され得る。サーバーは、医療測定データを受信し（工
程１１３０）、データを第２のコンパニオン装置に転送する（工程１１４０）。サーバー
がデータを第２のコンパニオン装置に転送する前、サーバーは、適切に登録され、認証さ
れる第２のコンパニオン装置を必要とする可能性がある。いくつかの場合では、第２のコ
ンパニオン装置は、医療用装置又は第１のコンパニオン装置のいずれかから伝送された医
療測定データを受信してもよい。いくつかの場合では、サーバーは、データレポジトリで
医療測定データを格納する。次に、第２のコンパニオン装置は、ユーザーインターフェー
ス上に医療測定データの表示を提示する（工程１１５０）。任意に、専門医は、第２のコ
ンパニオン装置を介して患者側に指示を提供してもよい（工程１１６０）。次に、医療用
装置は、指示に従って使用される（工程１１７０）。例えば、専門医は、医療用装置を特
定の方向に移動させるために介護者を指示してもよい。
【００６０】
　いくつかの場合、専門医は、専門医側の第２のコンパニオン装置を介して患者側の第１
のコンパニオン装置に命令を提供してもよい。第１のコンパニオン装置は、装置ドライバ
の設定を変更するか、あるいは命令に従って医療用装置の設定を変更してもよい。いくつ
かの他の場合では、第２のコンパニオン装置は、データを解析した後、第１のコンパニオ
ン装置に命令を自動的に伝送できる。例えば、第２のコンパニオン装置は、データパケッ
トが欠けていることを決定し、データパケットを再送信する第１のコンパニオン装置を要
求できる。命令を受信後、第１のコンパニオン装置は、命令に従って動作する。特定の実
施形態では、専門医側の第２の多機能医療用装置は、患者側の第１の多機能医療用装置に
命令信号を伝送する。
【００６１】
　遠隔医療応用のために、装置登録及び承認は、例えば、患者の守秘権を維持するための
安全なデータトランザクションを確立するために重要であり得る。いくつかの実施形態で
は、医療用装置又はコンパニオン装置の電源が入れられた後、医療用装置又はコンパニオ
ン装置は、サーバーへの接続を確立できる。接続を確立した後、医療用装置又はコンパニ
オン装置は、固有の識別及び認証情報を有するサーバーを提供できる。認証情報は、例え
ば、セキュリティ用語（パスワード）、セキュリティ証明書、又は同様のものであっても
よい。いくつかの場合では、ハードウェアベース又はソフトウェアベースのトークンが認
証情報とともに必要とされる場合、トークンベースの認証スキームが使用されてもよい。
いくつかの場合では、サーバーは、承認された装置の識別、認証情報、及び他の情報を含
む安全なディレクトリのリストを維持できる。サーバーは、安全なディレクトリのリスト
に基づき医療用装置又はコンパニオン装置を認証できる。いくつかの他の場合では、安全
なディレクトリのリストは、１つ以上のコンパニオン装置を有する１つ以上の医療用装置
のペアリング情報を含む場合がある。いくつかの実施形態では、認証された装置のみ、遠
隔医療システム内の他の装置へのその後の接続を行うことができる。いくつかの他の実施
形態では、専門医側のリモートコンパニオン装置がファイアウォールの外側で使用される
とき、このリモートコンパニオン装置は、患者側のローカルコンパニオン装置と接続を設
定する前、サーバーによって認証されるために必要とされる。例えば、専門医が現地での
医療処置を提供するために田舎の診療所に赴くとき、リモートコンパニオン装置は、専門
医によって使用される場合がある。
【００６２】
　図１２は、遠隔医療コンパニオンシステムの例示的装置登録手順のフローチャートであ
る。初めに、医療用装置は、サーバーとの接続を確立する（工程１２１０）。次に、医療
用装置は、サーバーに登録できる（工程１２２０）。いくつかの場合では、医療用装置は
、登録の間、サーバーに識別情報を提供できる。医療用装置が適切に認証されるかをサー
バーが決定する（工程１２３０）。例えば、サーバーは、安全なディレクトリのリストに
基づき医療用装置を認証できる。医療用装置が適切に認証される場合、医療用装置は、コ
ンパニオン装置の接続を待つ（工程１２４０、工程１２４５）。
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【００６３】
　一方では、コンパニオン装置は、サーバーとの接続を確立する（工程１２１５）。次に
、コンパニオン装置は、サーバーに登録できる（工程１２２５）。コンパニオン装置は、
登録の間、サーバーに識別情報を提供できる。コンパニオン装置が適切に認証されるかを
サーバーが決定する（工程１２３５）。例えば、サーバーは、安全なディレクトリのリス
トに基づきコンパニオン装置を認証できる。コンパニオン装置が適切に認証される場合、
コンパニオン装置は、医療用装置の接続を待つ（工程１２４０、工程１２４５）。医療用
装置及びコンパニオン装置の両方がサーバーと接続される場合、サーバーは、医療用装置
のアドレス及び可用性をコンパニオン装置に通知できる（工程１２５０）。最後に、コン
パニオン装置は、医療用装置との接続を行うことができる（工程１２６０）。
【００６４】
　代替実施形態では、サーバーは、コンパニオン装置のアドレス及び可用性を医療用装置
に通知することができ、次に医療用装置は、コンパニオン装置との接続を行うことができ
る。いくつかの場合では、コンパニオン装置及び医療用装置は、サーバーによって供給さ
れるアドレスを伴って互いに直接通信できる。いくつかの他の場合では、コンパニオン装
置は、データをサーバーに送信でき、サーバーは、受信データを医療用装置に転送でき、
医療用装置は、データをサーバーに送信でき、サーバーは、受信データをコンパニオン装
置に転送できる。
【００６５】
　医療用装置の稼動中の医療用センサの種類を決定するためのセンサ発見処理過程は、多
機能医療用装置が遠隔医療コンパニオンシステムで利用されるとき、使用されてもよい。
遠隔医療コンパニオンシステムのセンサ発見処理過程の例示的フローチャートは、図１３
ａ及び１３ｂに説明される。第一に、医療用センサは、多機能医療用装置上の外部コネク
タに接続される（工程１３１０）。第二に、多機能医療用装置は、接続された医療用セン
サの識別情報を要求する（工程１３１５）。次に、医療用センサは、識別情報に反応する
（工程１３２０）。医療用センサの識別情報に基づき、多機能医療用装置は、医療用セン
サがサポートされるかを決定する（工程１３２５）。センサがサポートされていない場合
、装置は、センサが、例えば、状態表示器を変更することによってサポートされていない
こと（工程１３３０）を使用者に通知する場合がある。次に、装置がサポートされる場合
、装置は、医療用センサのドライバが装置のメモリ内で利用可能か決定する（工程１３３
５）。ドライバが利用できない場合、装置は、接続されたネットワークを介して医療用セ
ンサのドライバをダウンロードする（工程１３４０）。ドライバが利用可能である場合、
装置は、医療用センサをサポートするための内部メモリからドライバをロードする（工程
１３４５）。更に、医療用装置は、センサをサポートするための構成を修正する（工程１
３５０）。例えば、ディスプレイ構成又は制御要素は、稼動中のセンサの種類に基づき修
正されてもよい。センサ種類が決定された後、医療用装置は、最新登録情報をサーバーに
送信する（工程１３５５）。サーバーは、医療用装置の最新登録情報を患者側及び／又は
専門医側のコンパニオン装置に送信する（工程１３６０）。コンパニオン装置は、使用中
の医療用センサをサポートするためにそれぞれのユーザーインターフェースを修正する（
工程１３６５）。
【００６６】
　遠隔医療応用のために、医療測定信号の忠実な再生は、データ伝送中が望ましい。ここ
で、忠実な再生は、（例えば、エラー修正をして）デジタル的に正確な複製又は十分に正
確な再生を意味する。ＥＣＧ又は心音等のストリーミングデータのために、例として、デ
ジタルデータは、デジタル化された値及びタイミングを正確に複製するために必要とされ
る。遠隔医療コンパニオンシステムの構成要素が安全なネットワーク接続にわたって結合
されているとき、信号は、実質的リアルタイムに医療用装置とコンパニオン装置との間に
送信され得る。いくつかの実施形態では、信号は、実質的リアルタイムに患者側の医療用
装置とコンパニオン装置とサーバー、専門医側のリモートコンパニオン装置との間に送信
され得る。例えば、医療用装置によって取り込まれる体内音は、実質的リアルタイムに患
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者側のローカルコンパニオン装置から専門医側のリモートコンパニオン装置に伝送され得
る。体内音もまた、実質的リアルタイムにサーバーで再生され得る。更に、医療測定デー
タは、医療用装置、ローカルコンパニオン装置、又は両方のいずれかにより記録され、格
納され、後で伝送され得る。
【００６７】
　いくつかの実施形態では、患者側の医療用装置又はローカルコンパニオン装置により及
びネットワークにわたって伝送された信号は、医療用装置又はローカルコンパニオン装置
によりパケット化され、列挙され、専門医側の第２のコンパニオン装置で忠実なデータ品
質及び確実な再生を確保するためにサーバー又は専門医側のリモートコンパニオン装置の
いずれかによりエラーチェックを経る。エラーチェックは、患者側から専門医側に正確な
データ伝送の更なる確保として遠隔医療コンパニオンシステム（即ち、患者側医療用装置
及びローカルコンパニオン装置、任意のサーバー、並びに専門医側のリモートコンパニオ
ン装置）のそれぞれの構成要素により行われてもよい。エラーチェックは、巡回冗長検査
（ＣＲＣ）、チェックサム、水平及び垂直冗長検査、ハッシュ関数、反復符号などが挙げ
られるが、これらに限定されない、任意の好適なデータ伝送検査手技を用いてもよい。こ
のシステムは、例えば、通信リンク内の過剰データ又はデータスタベーションを判定する
ために行われるサンプルスループットの測定も組み込んでよい。要するに、患者側の医療
用装置又はローカルコンパニオン装置のいずれかからのデータパケットは、ネットワーク
上で専門医側のリモートコンパニオン装置に直接中継される（即ち、反射させられる）。
【００６８】
　好ましい実施形態では、遠隔医療コンパニオンシステムは、基盤をなす通信システム又
はネットワーク（例えば、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ、伝送制御プロトコル／インターネットプ
ロトコル（ＴＣＰ／ＩＰ））プロトコルから独立したエラーチェック及び検証を含む。独
立のエラーチェックは、信号が患者のいる場所から伝送された医療測定データの忠実な再
生であることを更に確実にするように、遠隔医療コンパニオンシステムの任意の構成要素
で行われてもよい。特定の好ましい実施形態では、基盤をなすシステムのサービスの中断
はその継続時間と重大さにより分類され、全てのエラーは、信号が忠実に再生されない（
遠隔医療コンパニオンシステムの１つ以上の構成要素を介した）通信をもたらす。例えば
、患者側構成要素は、データパケット又は他の信号を５００ミリ秒おきに専門医側システ
ム構成要素に送信できる。基盤をなす通信システム又はネットワークが５００ミリ秒を超
えて中断すると、パケット／信号がドロップされ、その結果、専門医側においてデータ品
質低下の表示（例えば、表示器の色を変更することで）が示される結果となってもよい。
【００６９】
　いくつかの場合では、コンパニオン装置のユーザーインターフェースは、ディスプレイ
構成要素、音声構成要素、振動構成要素、及び他の構成要素のうちの１つ以上を含んでよ
い。いくつかの場合では、ディスプレイ構成要素は、患者情報、医療用装置情報、及び受
信された医療測定データの表示を提示してもよい。いくつかの場合では、ディスプレイ構
成要素は、患者側で使用されている複数の医療用装置又は医療用センサによって生成され
たデータを同時に提示してもよい。いくつかの場合では、音声構成要素は、患者側で収集
された音響信号を再生してもよい。例えば、音声構成要素は、患者側の聴診器によって記
録された体内音を再生するスピーカーである。更に、ユーザーインターフェースは、特定
の構成可能な状態で振動する振動構成要素を含む。例えば、振動構成要素は、パルスオキ
シメーターによって測定された酸素飽和度が９０未満であるとき、振動し得る。
【００７０】
　いくつかの実施形態では、第２のコンパニオン装置及び／又は第１のコンパニオン装置
のユーザーインターフェースは、専門医側で受信された医療測定データが患者側から伝送
された医療測定データの忠実な再生であるかどうかの視覚及び／又は音声表示を更に含ん
でよい。いくつかの実施形態では、ユーザーインターフェースは、忠実な再生が専門医側
で発生しているかを表示するための色彩を変更する忠実度表示器を含んでよい。例えば、
忠実度表示器は、医療測定データが忠実な再生であるとき、緑色で示され、医療測定デー
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タが忠実な再生でないとき、赤色で示されてもよい。表示は、サーバー及び／又は専門医
側のリモートコンパニオン装置によって行われるエラー検出に基づいてもよい。エラー検
出もまた、患者側の医療用装置又はローカルコンパニオン装置によって行われてもよい。
例えば、エラーがサーバーによって識別される場合、サーバーは、患者側の医療用装置又
はローカルコンパニオン装置によって送信されたデータのように受信されたデータが忠実
な再生でないとリモートコンパニオン装置に信号を送信してもよい。この表示は次に、リ
モートコンパニオン装置のユーザーインターフェースによって提供されてもよく、リモー
トコンパニオン装置を介して提示されたデータが忠実な再生でないと専門医側の臨床医に
示す。ローカルコンパニオン装置のユーザーインターフェースもまた、忠実な再生の表示
を提供する。別の実施形態では、エラーがないことがシステム構成要素に報告される。
【００７１】
　図１４は、手持ち式装置であり得る、コンパニオン装置上のユーザーインターフェース
１４００の実施形態のスクリーンショットである。ユーザーインターフェース１４００は
、テレビ会議用ディスプレイセクション１４１０、使用されている医療用装置の画像を示
すディスプレイセクション１４２０、及び状態／モード表示器１４３０を含み得る。図１
５は、コンパニオン装置上のユーザーインターフェース１５００の実施形態の別のスクリ
ーンショットである。ユーザーインターフェース１５００は、テレビ会議用ディスプレイ
セクション１５１０、医療用装置への制御情報を入力するインターフェースの部分１５２
０、状態／モード表示器１５３０、及び医療測定データを提示するためのディスプレイセ
クション１５４０を含み得る。コンパニオン装置上のユーザーインターフェースの別の例
示的実施形態が図１６に説明される。例えば、これは、ノートパソコン又はパーソナルコ
ンピュータ上のユーザーインターフェースであってもよい。ユーザーインターフェース１
６００は、医療用装置情報を提示するためのディスプレイセクション１６１０、状態／モ
ード表示器１６２０、使用中の医療用センサの種類を示し、使用者が１つ以上のセンサを
選択可能にするためのディスプレイセクション１６３０、医療用装置への制御情報を入力
するインターフェースの部分１６４０、及び医療測定データを提示するためのディスプレ
イセクション１６５０を含み得る。
【００７２】
　例示的実施形態
　１．多機能医療用装置であって、
　手持ち式操作用に構成されるハウジングと、該ハウジング内の処理ユニットと、該ハウ
ジングに連結され、該処理ユニットと通信する第１の医療用センサであって、医療測定信
号を生成するように動作可能である、第１の医療用センサと、該処理ユニットに連結され
、複数の異なる種類の医療用センサに接続するように動作可能なコネクタであって、それ
ぞれの種類の医療用センサが、対応する医療測定信号を生成するように動作可能である、
コネクタと、を備え、該処理ユニットが、該コネクタに接続された第２の医療用センサの
種類を決定し、該コネクタに接続された該第１の医療用センサ及び該第２の医療用センサ
から医療測定信号を受信し、ネットワークを介して該受信された信号を伝送するように構
成され、該第１の医療用センサ及び該第２の医療用センサは、使用中に同時に動作可能で
ある、多機能医療用装置。
【００７３】
　２．該ハウジングが密封される、実施形態１に記載の多機能医療用装置。
【００７４】
　３．該処理ユニットが、該受信された信号を生成する該医療用センサの該対応する種類
に基づき該受信された信号を処理し、該処理された信号に基づきデータパケットを作成し
、ネットワークを介して該データパケットを伝送するように構成される、実施形態１に記
載の多機能医療用装置。
【００７５】
　４．該第１の医療用センサは、該ハウジングの第１の端部に隣接して位置決めされた、
聴診信号を感知する変換器を備える、実施形態１に記載の多機能医療用装置。
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【００７６】
　５．該コネクタは、該ハウジングの外表面上にあり、医療用センサに物理的に接続する
ように構成される、実施形態１に記載の多機能医療用装置。
【００７７】
　６．該第１の医療用センサは、検査カメラであり、該ハウジングは、第１の端部及び該
第１の端部と反対側の第２の端部を有し、該検査カメラは、該ハウジングの該第１の端部
又は該第２の端部の上に位置決めされる、実施形態１に記載の多機能医療用装置。
【００７８】
　７．該コネクタは、医療用センサに無線で接続されるように構成される無線接続ポート
を備える、実施形態１～６のいずれか一項に記載の多機能医療用装置。
【００７９】
　８．該第１の医療用センサ及び該第２の医療用センサは、聴診器、心電図検査用センサ
、グルコース計測器、パルスオキシメーター、検査カメラ（これは、仕様によって内視鏡
＆耳鏡を含む）、血圧計、肺活量計、温度計、及び検眼鏡のうちの１つ以上を含む、実施
形態１～６のいずれか一項に記載の多機能医療用装置。
【００８０】
　９．該ハウジングの該外表面の一部分上にユーザーインターフェースを更に備え、該ユ
ーザーインターフェースの少なくとも一部分は、該稼動中の医療用センサの種類に基づき
医療用センサの種類の表示を示す、実施形態１～６のいずれか一項に記載の多機能医療用
装置。
【００８１】
　１０．該ハウジングは、伸長された本体を有し、該ユーザーインターフェースは、手持
ち式の使用において、少なくとも部分的に見えることができ、該ユーザーインターフェー
スは、該第１の医療用センサ及び第２の医療用センサのうちの少なくとも１つからの医療
測定信号を示す、実施形態９に記載の多機能医療用装置。
【００８２】
　１１．制御信号を生成するための制御ユニットを更に備え、該ハウジングは、伸長され
た本体を有し、該制御ユニットは、手持ち式の使用において、少なくとも部分的にアクセ
ス可能である、実施形態１～６のいずれか一項に記載の多機能医療用装置。
【００８３】
　１２．該制御ユニットは、該ハウジング内に位置し、該処理ユニットに動作可能に接続
された、加速度計、ジャイロスコープ、音声変換器、及び周辺光センサのうちの少なくと
も１つを含む、実施形態１１に記載の多機能医療用装置。
【００８４】
　１３．ユーザーインターフェースを更に備え、該ユーザーインターフェースの構成は、
該制御信号に基づき変更される、実施形態１２に記載の多機能医療用装置。
【００８５】
　１４．該制御ユニットは、地理的な関連情報を決定するためのＧＰＳユニットを備え、
該処理ユニットは、該ＧＰＳユニットから地理的な関連情報を受信し、ネットワークを介
して地理的な関連情報を伝送する、実施形態１２に記載の多機能医療用装置。
【００８６】
　１５．手持ち式操作用に構成されるハウジングと、外表面、伸長された本体、第１の端
部、及び該第１の端部と反対側の第２の端部を有するハウジングと、該ハウジング内の処
理ユニットと、該ハウジングの該第１の端部上に位置決めされた、該処理ユニットに連結
された検査カメラと、該ハウジングの外表面上のコネクタであって、該コネクタは、該処
理ユニットに連結され、複数の異なる種類の医療用センサに接続するように動作可能であ
り、それぞれの種類の医療用センサは、対応する医療測定信号を生成するように動作可能
である、コネクタと、を備え、該処理ユニットは、該コネクタに接続された医療用センサ
の種類を決定し、該コネクタに接続された該検査カメラ及び該医療用センサから医療測定
信号を受信するように構成される、多機能医療用装置。
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【００８７】
　１６．医療用装置であって、手持ち式操作用に構成されるハウジングと、医療用センサ
から生成された医療測定信号を受信するための通信ポートと、該医療測定信号を受信し、
第１の安全な無線接続を介して該医療測定信号を示す第１のデータを伝送するように構成
される、該ハウジング内のプロセッサと、を備える、医療用装置と、ユーザーインターフ
ェースを備える第１のコンパニオン装置であって、第２の安全な無線接続を介して該医療
用装置から該第１のデータを受信し、該第１のコンパニオン装置の該ユーザーインターフ
ェース上に該第１のデータの表示を提示するように構成される、第１のコンパニオン装置
と、を備え、該医療用装置は、該医療用装置を登録し、認証する要求をサーバーに送信す
ることができ、該第１のコンパニオン装置は、第１のコンパニオン装置を登録し、認証す
る要求をサーバーに送信することができる、システム。
【００８８】
　１７．ユーザーインターフェースを備える第２のコンパニオン装置であって、該第２の
コンパニオン装置は、該医療用装置及び該第１のコンパニオン装置のうちの少なくとも１
つから伝送された第２のデータを受信し、該第２のコンパニオン装置のユーザーインター
フェース上に該第２のデータの表示を提示するように構成される、第２のコンパニオン装
置を更に備える、実施形態１６に記載のシステム。
【００８９】
　１８．該通信ポートは、該ハウジングの該外表面上にコネクタを備え、医療用センサに
物理的に接続するように構成され、該コネクタは、複数の異なる種類の医療用センサに接
続するように動作可能である、実施形態１６又は１７に記載のシステム。
【００９０】
　１９．該医療用装置は、該サーバーに認証された該第１のコンパニオン装置のみと通信
するように構成される、実施形態１６に記載のシステム。
【００９１】
　２０．医療用装置によって、医療測定信号を生成する工程と、該医療用装置によって、
第１の安全な無線ネットワークを介して該医療測定信号を示す第１のデータを伝送する工
程と、第１のコンパニオン装置によって、第２の安全な無線ネットワークを介して該医療
用装置から該第１のデータを受信する工程と、該第１のコンパニオン装置によって、ユー
ザーインターフェース上に該第１のデータの表示を提示する工程と、サーバーによって、
該医療用装置から伝送された要求に基づき該医療用装置を登録し、認証する工程と、該サ
ーバーによって、該第１のコンパニオン装置から伝送された要求に基づき該第１のコンパ
ニオン装置を登録し、認証する工程と、を含む、方法。
【００９２】
　２１．第２のコンパニオン装置によって、該医療用装置及び該第１のコンパニオン装置
のうちの少なくとも１つから伝送された第２のデータを受信する工程と、該第２のコンパ
ニオン装置によって、ユーザーインターフェース上に該第２のデータの表示を提示する工
程と、を更に含む、実施形態２０に記載の方法。
【００９３】
　２２．該通信ポートは、該ハウジングの該外表面上にコネクタを備え、医療用センサに
物理的に接続するように構成され、該コネクタは、複数の異なる種類の医療用センサに接
続するように動作可能である、実施形態２０又は２１に記載の方法。
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